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流域生態系を構成する生物種の多くは、洪水を移動手段に利用する生活史や土石流や洪

水によって形成される生息場の利用など、様々な規模・頻度の自然撹乱に適応した生活様式
を進化させている。このため、流域生態環境の保全・再生のためには、流域の水・土砂・物
質・生物の縦・横断方向の連続性や自然撹乱を担保する必要がある。ただし、従来の河川管
理では、治水上必要な河積などの制約のため、自然撹乱を許容できるような河道は実現困難
な場合が多く、結果的に局所的な環境保全対策に終始しがちであった。 
流域治水対策においては、流域管理、河川管理、氾濫原管理が三位一体的に検討される

ことから、集水域や氾濫域に連続性や撹乱を許容する空間を計画的に配置できる可能性が
ある。とくに、洪水規模を限定しないシームレスな対応を検討するには、あらかじめ余裕あ
る氾濫域を想定することが必要である。その際に、対象域を Eco-DRR（生態系に根ざした
減災対策）やグリーンインフラの場として計画することによって、治水・防災の推進と流域
生態環境の保全・再生とを両立できることが期待される。 
本研究では、持続可能な流域生態環境の保全・再生を計画するための基本的な考え方や

手法について提案するために、生態系の治水機能を評価した事例や遊水地を自然再生の場
に活用した事例などについてレビューした。まず、生態系保全における OECM(Other 
Effective Area-based Conservation Measures：生物多様性保全の第一目的としないが一定の
貢献を果たしている場所)の役割と重要性について、世界の現状や兵庫県における適用事例
を示した。また、流域治水対策に伴う生態系の連続性改善効果について霞堤と遊水池の比較
を行うとともに、円山川水系水系中郷遊水地の下池を対象に治水効果と生態系機能とをバ
ランスさせるための研究例を紹介した。 
次いで、流域治水対策における、保水対策・遊水対策・氾濫時被害軽減対策と環境保全

機能との対応ついて考察した。その結果、氾濫原の果たす機能には、生物多様性などの狭い
意味での生態系機能だけではなく、過剰な土砂の堆積場や洪水時の流木等を捕捉する場と
して、減災や土砂・流木管理の手段としての機能も付加するべきであるとの結論に至った。 
さらに、流域生態環境の保全・再生のためには、事前や災害時の対策とともに復旧復興

対策として生態系サービスの利用図式を計画する必要性についても検討した。この観点は、
流域治水対策にとどまらず、自然環境保全や自然再生事業に普遍的な課題といえる。すなわ



ち、事業実施によって改善された環境を持続的に維持管理する担い手や財源の確保が求め
られている。流域治水においても、対象地域から得られる生態系サービスを社会資本として
持続的に利用する仕組みづくりが望まれる。 
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